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研究成果の概要（和文）：　西洋近代観念説は、原子論（粒子仮説）的な仮説的アプローチを基盤とする、外な
る物そのものと内なる観念との区別に基づいて成立した「自然主義」的営みであった。その基本的枠組みは、デ
カルトとロックによって整えられたが、ロック以降、バークリやヒュームやカントは、それぞれの仕方でこの自
然主義的観念説の枠組みを解体する。バークリは物そのものを廃棄することによって観念論を成立させ、ヒュー
ムは、この物そのものを懐疑的に見ることによって自然主義的枠組みを歪めた。またカントは、表象が内的なも
のとして扱われるために不可欠な物そのものを認識不可能な物自体とするとともに、硬直した認識観・人間観を
前面に出すことになった。

研究成果の概要（英文）：The modern Western theory of ideas was framed on the basis of the 
corpuscular-hypothetical distinction between outer “things themselves” on the one hand and inner 
“ideas” on the other; in this sense, it is a “naturalistic” one. After its basic framework was 
formed by Descartes and Locke, Berkeley, Hume, and Kant destructed it in their respective ways. 
Berkeley formed idealism (immaterialism), rejecting things themselves, and Hume distorted the 
framework by treating them from a skeptical point of view. Further, Kant treated the things 
themselves (Dinge an sich) as unknowable items and presented stiffened views of knowledge and human 
beings.

研究分野： 哲学、西洋精神史、科学史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 基礎づけ主義と反基礎づけ主義、歴史主義
と反歴史主義、自然主義と反自然主義等々の
争いが、現代の哲学の主要な問題の一つとな
って久しい。この問題に対して、そもそもそ
うした争いの舞台の一つとなった西洋近代
観念説（表象説）がどのような論理を持って
いたかが改めて問われなければならない事
態となっていた。研究代表者は、最初の著書
『ロック哲学の隠された論理』（1991 年、英
語版 Yasuhiko Tomida, Idea and Thing: The 
D eep S tructure of  L ock e’s Theory of  Knowledge, in 
Anna-Teresa Tymieniecka [ed.], A nalecta 
H usserliana: The Yearbook  of  Phenomenological 
Research, vol. 46 [Dordreccht: Kluwer, 1995], 
pp. 3–143）以来この問題に取り組み、そのデ
カルト、ロック、バークリ、カントの批判的
読み直しの成果は、特に海外の専門誌ですで
に繰り返し取り上げられてきた。本研究は、
そうした現代哲学の問題圏を見据えつつ、研
究代表者のこれまでの研究成果を踏まえて
計画されたものである。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、西洋近代認識論の基盤となった
観念説と、それが対象として扱うべき自然学
との関係を再度取り上げて考察・検討するこ
とにより、近代認識論が自然主義的観念説の
枠内で本来機能していたことを再確認する
とともに、それがどのような仕方で変質・解
体していったかを、デカルト、ロック、バー
クリ、ヒューム、カントを取り上げて解明し
ようとするものである。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、まず、ロックの観念説の自然
主義的論理を再確認する。次に、遡ってデカ
ルトの観念説を取り上げ、そこにもまた自然
主義的枠組みと自然主義的論理が認められ
ることを明らかにする。デカルトの自然主義
の枠組みは彼の典型的な基礎づけ主義と表
裏をなしており、この点についての考察を欠
かすことはできない。その上で、バークリと
ヒュームとカントを取り上げ、彼らの観念説
ないし表象説が、自然主義的特徴を典型的に
示すロックの観念説をどのような意味で基
盤としていたか、そして、彼らの説が、どの
ような仕方で密かに自然主義的論理を引き
継ぎながら、その解体を進めるものであった
かを順次検討する。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果は、次のとおりである。 
 
（1）平成２５年度は、ロックにおける「知
覚表象説」的契機（三項関係的認識論の枠組
み）と「直接実在論」的契機（日常的・二項
関係的観点）との関係を再検討し、観念本来
の自然主義的論理空間の重層構造を再確認
することから研究を開始した。 

 日常的に「物」と見なされているもの（こ
れを「経験的対象」と呼ぶ）の向こう側に新
たな粒子仮説的な「物そのもの」を措定する
ことによって、経験的対象は、心の内なる「観
念」として、他のすでに「内的」とされてき
たものとともに「心の中」に位置づけ直され、
それによって物そのもの／観念／心からな
る三項関係的枠組みが構成される。この基本
的な見方をより明確にするため、ここでは、
日常的にすでに「内的」とされているもの、
例えば痛みの感覚や狭義の心像と、経験的対
象が身分を代えて観念とみなされるように
なったものとの関係を、明確にするよう努め
た。 
 平成２５年度後期は、研究代表者の見解を
理解する上で研究者にとってしばしば躓き
の石となっているもの──すなわち、日常的
な「物」を構成する要素的観念のうちからあ
るものを選んでそれらから新たな粒子仮説
的「物そのもの」の「観念」を作るという言
い回しが、物そのものと観念とを峻別するロ
ックの基本的立場とどう整合するかという
問題──について、その答えを明晰に示す方
途を探った。ロックが「観念」を広狭二義に
用い、「物そのもの」ですら「観念」とする
場合があることをどのように捉えるかとい
う、これまで十分に検討されてこなかった問
題が、ここではとりわけ重要となる。バーク
リの観念論とは異なる意味ですでにある種
の観念論的な性格を示していたこのロック
の立場を十全に理解するには、いわゆる「志
向性」という、その論理を十全に把握するこ
との極めて困難な現象に立ち向かう必要が
ある。２５年度後期の研究はこの志向性の問
題に特に重点を置き、その視点からロックを
どう読むかにつき一定の成果を得た。 
 
（2）平成２６年度は、一般の研究者にとっ
てしばしば躓きの石となってきた上記の問
題について、その答えを明確に示す方途を探
ることが、前年度に続き試みられた。そして、
「志向性」の問題を前年度に引き続いて扱う
とともに、ロックに先行して１７世紀観念説
の原型を与えたデカルトの見解を取り上げ、
１７世紀の自然主義的観念説の原型が持つ
論理を可能な限り明晰に再提示するよう努
めた。 
 研究を進めるにあたって注意しなければ
ならなかったことの一つに、デカルトの自然
学的著作と第一哲学に関する著作との関わ
りがある。デカルトは公式的には第一哲学
（形而上学）をもって自然学の支えとし、第
一哲学に自然主義的論理を持ち込まない反
自然主義的・基礎づけ主義的立場を採ってい
る。そうした彼の第一哲学と、そうした性格
づけにもかかわらずそれが実質的に持って
いた「自然主義」的基盤との関係に留意しな
がら、デカルトの「観念」の論理空間を検討
し、それとの関係において上述のロックの問
題により十全な回答を与えるよう努めた。 



 
（3）平成２７年度は、バークリの観念説の
再検討を進めた。バークリは、ロック的三項
関係のうちの観念と心との関係を例えば
esse is percipi という表現のもとに保持し、
その一方で「似たもの原理」等々を用いてロ
ック的「物そのもの」を否定しようとする。
しかも、「直接的知覚」の対象となるものと
しての「物」、つまりロック的な「経験的対
象」に関しては、そのあり方とさらなる諸観
念の生起との関係を「自然法則」として捉え
ようとする。もとより、バークリにとっても、
ロック同様、「経験的対象」は観念の集合体
にほかならず、したがってバークリがここで
言うところの「自然法則」は、観念間に認め
られる記号的法則性にほかならない。ヒュー
ムを想起させるこうした自然法則の捉え方
を解明し、それをロックの場合と比較するこ
とによって、バークリの観念説の論理のなお
一層の明確化を図ることが平成２７年度の
研究の主眼となった。 
 また、平成２７年度には、バークリが物質
に代えて持ち出す「神」が、どのような論理
のうちにあるかを、併せて明らかにするよう
試みた。ロックの観念説でも、神は重要な役
割を果たすが、バークリは、物質ないし物そ
のものを拒否することと引き替えに、神に対
してより重大な役割を担わせる。バークリに
おけるこの神の役割に検討を加え、物質否定
によって空白になった論理空間が、その神へ
の役割付与によって十全に満たされたと言
えるかどうかについても、併せて検討した。 
 上記に加えて、「物」（経験的対象）の「外
在性」の認知に関するバークリの見解の再検
討も進めた。『新たな視覚理論のための試論』
における彼の議論は、知覚に関するロックの
見解をさらに発展させたものとして捉えら
れるが、その議論においてバークリが行う外
在的認知の説明が、外界を心の中にある観念
からなるものとする彼の見解とどのように
かみ合っているかを明らかにした。 
 
（4）平成２８年度は、前年度までの研究成
果を念頭に置きつつ、まず、カントの観念説
（表象説）の読み直しを行った。その基本的
方向性はすでに Yasuhiko Tomida, “Locke’s 
‘Things Themselves’ and Kant’s ‘Things in 
Themselves’: The Naturalistic Basis of  
Transcendental Idealism,” in Sarah Hutton 
and Paul Schuurman (eds.), S tudies on L ocke: 
S ources, Contemporaries, and L egacy (Dordrecht: 
Springer, 2008), pp. 261–275 に示したところ
であるが、平成２８年度の研究ではさらに独
断的観念論や懐疑論的観念論に対するカン
トの批判の真意を考察するとともに、「心の
中」の意味を再度明らかにするよう試みた。
その結果、ロックの遺産の継承とその論理の
変質過程の実際が、より明確になった。 
 平成２８年度は、上記の予定されていた作
業に加えて、カント研究をさらに進めた。『純

粋理性批判』に見られるカント哲学を、科学
史も含めた西洋精神史の文脈の中に置いて
見たとき、いくつかの歪んだ論理が明らかに
なる。その実際を、伝統的論理学の歴史の確
認も含めて、明確にするよう試みた。それと
同時に、『純粋理性批判』が全体として「超
越論的観念論」の論理をどのような形で示し
ているかを、再度明確にするよう試みた。そ
の結果、例えば、カントの「構成」の考え方
に見られる一般観念説の論理が、ロック、バ
ークリ、ヒュームのそれとの比較においてど
のような特徴を持つかが明らかとなり、それ
と密接に関わる彼の「図式」論の意味の明確
化を図ることができた。 
 こうした作業とともに、ロックの反生得説
がしばしば「タブラ・ラサ」という言葉とと
もに言われていることの是非を、プラトン・
アリストテレスにまで遡って検討し、『人間
知性論』で実際に使用された「白紙」という
言葉の歴史的背景を探る作業も、あわせて進
めた。 
 
（5）平成２９年度は、これまでの研究成果
がどのような人間観の変更を求めることに
なるかを検討した。その結果、次のことが明
らかとなった。 
 
① 西洋近代観念説は、復活した原子論（粒
子仮説）もしくはそれに類する自然科学上の
仮説的アプローチを基盤として、外なる物そ
のものと内なる観念との区別に基づいて成
立した。それは、その限りにおいて、自然科
学を基にメタ自然科学（形而上学）的考察を
進めるという、「自然主義」的営みであった。 
 
② こうした特徴を持つ西洋近代観念説は、
その創始者であるデカルトにおいては、学問
を第一原理から構成されるべきものとする
基礎づけ主義的な見方と接続していたが、ロ
ックにおいては、そうした性格を持たないよ
り整合的な自然主義的観念説としてその形
態を整えることになった。 
 
③ ロック以降、バークリやヒュームやカン
トは、それぞれの仕方でこの自然主義的観念
説の枠組を解体する。バークリは物そのもの
を廃棄することによって観念論（物質否定
論）を成立させるが、それは観念を内的なも
のとして位置づけるのに不可欠な物そのも
のを否定するという、矛盾した振る舞いであ
った。ヒュームは、この物そのものを懐疑的
に見ることにより、バークリとは異なる仕方
で自然主義的枠組みを歪めた。またカントは、
表象が内的なものとして扱われるために不
可欠な物そのものを認識不可能な物自体と
するとともに、われわれの認識の基本的枠組
みの歴史的変更を容認しない、硬直した認識
観・人間観を提示することになった。 
 
④ こうしてバークリからカントに至る営み



が観念説の自然主義的枠組みを歪めるもの
であったことが確認されると、デカルトやカ
ントに見られる硬直した学問観がわれわれ
の知的営みの実際とはかけ離れたものであ
ることが明確になり、信念のネットワークを
必要に応じて編み直しながら生きていくも
のとして人間を捉えようとする新たな人間
観が前面に出ることになった。 
 
 以上の研究成果は、５篇の論文と６篇の図
書の形で公にされた。先述のように、研究代
表者の西洋観念説理解は、海外でもこれまで
1990 年代から専門誌で取り上げられてきた
が、今後さらに研究成果を、国内はもとより、
海外に向けて発信することが望まれている。 
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